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生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
聴
覚
］
12
月
18
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

12
月
18
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
児
童
福
祉
課

あ
ん
し
ん
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

12
月
19
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

12
月
16
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

１
月
14
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

12
月
16
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

１
月
８
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

１
月
７
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

12
月
18
日
㈭
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

●
西
城
地
域　

と
き　

12
月
18
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
し
あ
わ
せ
館
）

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
２
４

●
東
城
地
域　

と
き　

１
月
15
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
総
領
地
域　

と
き　

１
月
14
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

庄
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
、
市
内
で
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
１
人
（
１
件
）
30
分
で
す
。
利

用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

12
月
・
１
月
の
相
談
日

●
西
城
地
域　

と
き　

12
月
24
日
㈬
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域　

と
き　

１
月
13
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
　

東
城
支
所

●
口
和
地
域

と
き　

１
月
27
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

口
和
保
健
セ
ン
タ
ー

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[ 月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

25｜２０１４．１２月号｜広報しょうばら
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募
　
　
集

催
　
　
し

そ  

の  

他

©瀬尾公治/講談社

そ
の
他　

広
島
県
農
業
信
用
基
金

協
会
の
債
務
保
証
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　

各
融
資
機
関

●
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

資
金
（
特
例
措
置
）

対
象
者　

農
業
所
得
が
総
所
得
の

過
半
を
占
め
る
か
、
農
業
収
入
な

ど
が
一
定
額
以
上
の
農
家
な
ど

貸
付
限
度
額　

６
０
０
万
円

償
還
期
限　

10
年
以
内（
う
ち
据
置
３
年
以
内
）

貸
付
利
率　

０
・
35
～
０
・
45
％

※
貸
付
当
初
１
年
間
は
実
質
無
利

子
（
12
月
５
日
現
在
）

融
資
機
関　

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

問
い
合
わ
せ　

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
広
島
支
店

☎
０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
１
５
２

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿　
　
　

　
　

登
載
申
請
書
の
提
出
を

　

こ
の
申
請
書
は
、
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
家

の
皆
さ
ん
に
、
毎
年
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
19
日
頃
に
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
25
日
ま
で
に
用
紙
が
届

か
な
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　

　

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
農
業
委

を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
土
地

に
適
用
さ
れ
て
い
る
『
住
宅
用
地

に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
』
が

適
用
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
翌
年

度
よ
り
税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
し

た
場
合
は
、
完
成
年
月
日
、
用
途
、

木
造
・
非
木
造
の
別
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

稲
作
収
入
減
少
対
策
の
資
金　

制
度
の
創
設
と
特
例
措
置

　

稲
作
収
入
の
減
少
に
よ
っ
て
農

業
経
営
に
支
障
を
来
す
農
家
な
ど

に
対
し
、
新
た
な
資
金
の
創
設
、

既
存
の
資
金
を
当
初
１
年
間
実
質

無
利
子
と
す
る
特
例
が
措
置
さ
れ

ま
し
た
。

●
稲
作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金

（
創
設
）

対
象
者　

稲
作
経
営
面
積
（
主
食

用
米
に
限
る
）
が
４
ha
以
上
の
農

業
経
営
体
ま
た
は
認
定
農
業
者

貸
付
限
度
額　

１
千
万
円
ま
た
は

26
年
産
稲
作
収
入
減
少
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額

償
還
期
限　

５
年
以
内（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）

貸
付
利
率　

無
利
子

融
資
機
関　

市
内
で
は
Ｊ
Ａ
庄
原
な
ど

中
山
間
地
域
振
興
リ
レ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
広
島

　

広
島
県
で
は
、
県
の
さ
ま
ざ
ま

な
中
山
間
地
域
施
策
の
取
り
組
み

を
知
っ
て
も
ら
い
、
認
知
度
と
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
へ
の
参
画

意
識
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、

県
内
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
で

は
、
本
市
か
ら
も
（
社
福
）
優
輝

福
祉
会
理
事
長
の
熊
原
保
さ
ん
が

出
演
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
14
日
㈰
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

広
島
国
際
会
議
場
「
ヒ
マ
ワ
リ
」

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

和
太
鼓
演
奏

（JapaneseD
rum

和
☆R

ock
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

「
未
来
に
向
け
て
い
ま
、
で
き
る

こ
と
。
～
里
山
資
本
主
義
か
ら
み

た
中
山
間
地
域
の
未
来
～
」

問
い
合
わ
せ

広
島
県
地
域
政
策
局
中
山
間
地
域

振
興
課　

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
２

企
画
課
政
策
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
２

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

広
告
募
集

瀬
尾
公
治
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　
　

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
！

　

本
市
高
野
町
出
身
で
週
刊
少
年

マ
ガ
ジ
ン
に
連
載
中
の
漫
画
家
、

瀬
尾
公
治
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

11
月
29
日
㈯
、
国
営
備
北
丘
陵
公

園
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、「
君
の
い
る
町
」

や
「
風
夏
」
な
ど
人
気
作
品
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
の
生
原
画
、
漫
画
が
出

来
上
が
る
ま
で
の
制
作
過
程
な
ど

「
こ
こ
に
し
か
な
い
」
貴
重
な
品

を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
は

じ
め
て
の
方
や
恋
人
同
士
で
も
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
併

せ
て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

と
こ
ろ

国
営
備
北
丘
陵
公
園
ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
展
示
館

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

員
会
事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
９
日
㈮

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
３

ま
た
は
各
支
所
出
張
所
（
産
業
振

興
室
・
産
業
建
設
室
）

「
児
童
扶
養
手
当
法
」の　
　
　

　

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
金

額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

方
は
、
そ
の
差
額
分
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

○
子
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
な

ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る

○
父
子
家
庭
で
子
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

○
母
子
家
庭
で
離
婚
後
に
父
が
死

亡
し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る　

な
ど　

※
申
請
に
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の
添

付
書
類
が
必
要
で
す
。あ
ら
か
じ
め

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

　

市
が
作
成
す
る
平
成
27
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
へ

の
広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　

12
枠

規
格　

縦
３
㌢
×
横
25
㌢
（
見
開

き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数　

市
内
全
世
帯
へ
約

１
万
６
千
部
配
布

広
告
料
金　

１
枠
１
万
円
（
た
だ

し
、
一
社
に
つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間　

12
月
22
日
㈪
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
市
内
の
方

を
優
先
し
、
先
着
順
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
理
財
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
２

「
庄
原
文
芸
」43
号
作
品
募
集

　

次
の
と
お
り
庄
原
文
芸
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

庄
原
市
文
化
協
会
加

盟
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

方
、
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
。

募
集
作
品

①
詩
（
一
人
１
篇
）

②
短
歌
（
一
人
４
首
）

③
俳
句･

川
柳（
一
人
６
句
）

④
写
真･

絵（
一
人
１
点
）

⑤
小
説･

随
筆･

創
作･

ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
（
一
人
１
編
。４
０
０

字
詰
原
稿
用
紙
20
枚
程
度
ま
で
）

出
稿
料　

原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き

１
５
０
０
円
、
以
後
１
枚
増
す
ご

と
に
５
０
０
円
、
21
枚
目
か
ら
は

１
枚
増
す
ご
と
に
１
千
円
を
加

算
。
写
真
・
絵
は
２
５
０
０
円
、

カ
ラ
ー
印
刷
の
場
合
は
５
千
円
。

応
募
締
め
切
り　

１
月
31
日
㈯

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
庄
原
文
芸
係　

林　

武
志　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校　

生
徒
募
集

募
集
種
目　

一
般

応
募
資
格　

中
卒（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

１
月
９
日
㈮
ま
で

試
験
日　

１
次
：
１
月
27
日
㈫

２
次
：
２
月
５
日
㈭
～
８
日
㈰
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

※
生
徒
手
当
あ
り
（
月
額
）

※
期
末
手
当
年
２
回

※
募
集
資
格
、
資
料
請
求
な
ど
詳

し
く
は
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
三
次

地
域
事
務
所
（
☎
０
８
２
４
‐
62

‐
０
３
５
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

家
屋
の
取
り
壊
し
や　
　
　
　

　
　

新
増
築
の
届
け
出
を
！

　

固
定
資
産
税
は
、そ
の
年
の
１

月
１
日
現
在
に
、固
定
資
産（
土

地
、家
屋
、償
却
資
産
）を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
、

災
害
な
ど
に
よ
っ
て
家
屋
が
滅
失

し
た
場
合
に
は
、「
家
屋
異
動
申
告

書
」を
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の

支
所
市
民
生
活
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
告
書
は
税
務
課
ま
た

は
支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

　

取
り
壊
し
ま
た
は
滅
失
し
た
家

屋
の
固
定
資
産
税
は
、
翌
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
（
１
月
２
日

～
３
日
末
ま
で
に
滅
失
し
た
家
屋

は
翌
々
年
度
）。
た
だ
し
、
住
宅

市内の主な施設　年末年始の業務状況

　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課までお問い合わせください。

12/
25㈭ 26㈮ 27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬

1/
1㈭ 2㈮ 3㈯ 4㈰

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

ふれあいセンター ☎0824-75-0301

市民会館 ☎0824-72-4242

西城市民病院 ☎0824-82-2611

時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集

持ち
込み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044

リサイクルプラザ ☎0824-72-1398

東城クリーンセンター ☎08477-2-0214

※その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

救急は24時間対応
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お 知 ら せnformation

県
大
会

広
島
県
民
体
育
大
会　
　

（
ゴ
ル
フ
競
技
）

（
10
月
24
日
／
広
島
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部
八
本
松
コ
ー
ス
）

●
一
般
の
部　

優
勝

庄
原
市
Ａ
チ
ー
ム

大
森　

英
司

瀬
藤　

德
宗

橋
本　

佳
人

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
11
月
号
の
12

ペ
ー
ジ「
通
信
事
業
者
が
決
ま
り
ま

し
た
」の
記
事
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人
の
利
用
料

金
を
、『
４
７
６
０
円
＋
プ
ロ
バ
イ

ダ
利
用
料
』
と
記
述
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
『
４
２
６
０
円
＋
プ
ロ
バ

イ
ダ
利
用
料
』
で
し
た
。
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

ウ
イ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　

２
０
１
４

　
主
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
中
入
口
エ
リ
ア
】

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
街
」

【
ひ
ば
の
里
エ
リ
ア
】

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
さ
と
や
ま
」

【
花
の
広
場
エ
リ
ア
】

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
メ
ル
ヘ
ン
」

【
北
入
口
エ
リ
ア
】

エ
リ
ア
テ
ー
マ
「
こ
ど
も
の
国
」

※
各
エ
リ
ア
の
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

主
な
イ
ベ
ン
ト

●
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

17
時
30
分　

中
入
口　

※
期
間
中
毎
日
開
催
！

●
レ
ト
ロ
な
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
23
日
ま
で
の
㈯
㈰
㈷
と
24
日

※
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

●ILLUM
I

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

12
月
６
日
～
23
日
の
㈯
㈰
㈷

●ILLUM
I

コ
ン
サ
ー
ト

12
月
６
日
～
21
日
の
㈯
㈰

●
冬
の
花
火

12
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰
・
21
日
㈰
・

28
日
㈰　

19
時
30
分
～

※
約
５
分
、２
０
０
発

●
園
内
周
遊
汽
車
「
銀
河
鉄
道
」

中
入
口
エ
リ
ア　

北
入
口
エ
リ
ア

　

両
会
場
を
結
ぶ
ロ
ー
ド
ト
レ
イ

ン
を
運
行
し
ま
す
。

11
月
15
日
㈯
～
１
月
12
日
㈷

料
金　

片
道
３
１
０
円　

※
３
歳
未
満
無
料

年
末
年
始
の
開
園
日

　

年
内
は
30
日
㈫
ま
で
開
園
し
ま

す
。
31
日
㈬
、
１
月
１
日
㈷
は
休

園
日
で
す
。

　

新
年
は
１
月
２
㈮
か
ら
開
園
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

☎ 

０
８
２
４
‐
72
‐
７
０
０
０

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ウインターイルミネーション
２０１４ 11月15日（土）～１月12日（月・祝）まで開催！

期間中毎日開園（12/31、1/1、1/5 は閉園）

【開園時間】9：30～21：00
※12/1（月）、8（月）、15（月）、24（水）、29（月）は14時開園
【点灯時間】17：30～21：00　※入園は20時まで

②
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生
委

員
の
意
見
書
（
要
介
護
認
定
者
は

不
要
で
す
）

※
書
類
は
高
齢
者
福
祉
課
・
各
支

所
市
民
生
活
室
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

「
父
子
福
祉
資
金
」が　
　
　
　

　
　
　
　

創
設
さ
れ
ま
し
た

　

父
子
家
庭
の
方
を
対
象
と
し
た

福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
が
10
月
１

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
方

○
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
20
歳
未

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

○
配
偶
者
の
な
い
男
子
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
児
童

資
金
の
種
類

○
児
童
の
修
学
に
必
要
な
資
金

○
父
子
家
庭
の
父
ま
た
は
児
童
が

就
職
す
る
た
め
の
知
識
技
能
を
習

得
す
る
の
に
必
要
な
資
金　

な
ど

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

広
島
県
北
部
厚
生
環
境
事
務
所
厚

生
課
医
療
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

障
害
者
控
除
認
定
の　
　
　
　

　
　

申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
で
、「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
方
」や「
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り

状
態
に
あ
る
方
」は
、税
法
上
の
所

得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
早
め
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
室
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　

65
歳
以
上
の
方
で
、「
身
体
障

害
者
手
帳
」「
療
育
手
帳
」
ま
た

は「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」

の
交
付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
次
の

①
～
④
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
状
態

の
方
。

①
認
知
症
状
の
あ
る
、
あ
る
い
は

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

②
屋
内
で
の
生
活
は
概
ね
自
立
し

て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は
外
出

で
き
な
い
方

③
屋
内
で
の
生
活
は
何
ら
か
の
介

助
が
必
要
で
、
日
中
も
ベ
ッ
ド
な

ど
で
の
生
活
が
主
体
で
あ
る
方

④
生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な
方

（
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
）

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
「
障
害
認
定
」
と
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
「
要
介
護
認
定
」
は
、

認
定
基
準
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

要
介
護
認
定
の
介
護
度
が
高
く
て

も
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
税
法
上
の
障
害
者
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
も
、「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
」
に
よ
り
特

別
障
害
者
に
認
定
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書

⇔

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

国営備北丘陵公園だより

暖
房
器
具
か
ら
の

火
災
を
防
ご
う

　　

寒
さ
が
増
し
、空
気
が
乾
燥
す
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
、暖
房
器
具
に
よ
る
火

災
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。暖
房
器

具
は
正
し
く
使
用
し
、暖
房
器
具
か
ら

の
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
コ
タ
ツ
の
中
で
洗

濯
物
を
乾
か
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
行

い
、給
油
後
は
確
実
に
キ
ャ
ッ
プ
を
締
め

ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
と
誤
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
給

油
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
布
団
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

で
ス
ト
ー
ブ
を

使
う
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
は

壁
な
ど
か
ら
離

し
、カ
ー
テ
ン

の
近
く
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

一
人
一
人
の
心
が
け
で
火
災
の
な
い
ま

ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず
仲
間

を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保
し
て
、

絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６ ハンドルキーパー

運動に
ご協力ください

  　広報しょうばら｜２０１４．１２月号｜ 2829｜２０１４．１２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
　「高齢者が高齢者を支えるという、これまで誰も経験
したことのない未知の世界。この取り組みが正解かどう
か分からない」。取材中の声です。だからこそ「つなが
り」が大切だと強調されていました。人とつながる、未
来へとつなげる方法や仕組みを誰がどう作っていくの
か、もっともっと議論が必要です。この特集を機に、地
域での議論が深まることを期待しています。

12月・１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　朝の部　ミニ門松
　昼の部　正月飾り
　とき　12月19日㈮
　　　　　①朝の部 ９時30分～12時
　　　　　②昼の部 13時30分～16時
　参加費　①2,500円　②1,300円　定員　各15人

○苔玉教室～お正月用寄せ植え～
　とき　12月17日㈬　朝の部 10時30分～12時
　　　　　　　　　　 昼の部 13時30分～15時30分
　参加費　2,300円　定員　各20人

▶展示・その他
○手仕事・里山の干支展　
　とき　12月19日㈮～２月１日㈰午前中まで
○歳末感謝祭
　とき　12月26日㈮～28日㈰
　　　　・抽選会27日㈯

【年末年始の営業】
　臨時営業：12月23日㈫・30日㈫
　休館日：12月31日㈬～１月３日㈯
　初売り：１月４日㈰

【営業時間の変更】
閉館時間：17時　１月４日～３月末日まで

（朝どり市は通常通り16時）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

世界児童画作品展
とき　１月８日(木)～10日(土)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

12月14日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
21日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（火）東城病院 ☎08477-2-2150
28日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
29日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
30日（火）細川医院 ☎08477-2-0054
31日（水）東城病院 ☎08477-2-2150

1月  1日（木）日伝医院 ☎08477-2-2180
2日（金）三上クリニック ☎08477-2-1151
3日（土）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
4日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年10月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　12 月・１月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続
きには認印が必要ですので、持参してください。

食育推進キャラクターに
名前が付きました！
市は食育を推進していくため、食育を通じて身に付けてほしい『５
つの力』を表すイメージキャラクターをつくっています。
このたび、市内の小学生～大学生を対象に、このキャラクターの
名前を募集しました。応募総数339点の中から選ばれた名前を紹
介します。とても親しみやすい名前になっています。
名前を考えてくれたのは、西城紫水高校１年の大造大輝（おおぞ
うだいき）くんです。11月14
日に市役所本庁舎で行った「ブ
ルーライトアップイベント」
で命名式を行いました。
このキャラクターとともに、
一人一人が『食』に関心をも
ち、食に必要な力を身につけ、
より健康で豊かな食生活にし
ていきましょう。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，３６８人（前年比－６０２人）　
男　　１８，１６５人（前年比－２５７人）　
女　　２０，２０３人（前年比－３４５人）　
世帯数　１５，９５１世帯（前年比－２５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３１８人（前年比＋４４人）

と　き　12 月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　ヒロシマハンドベルリンガーズ
曲　目　「let it go」「ホワイトクリスマス」　ほか
▶ヒロシマハンドベルリンガーズ…1985 年にイング
リッシュハンドベルに出会った幼稚園の保護者によって
結成。祈りの楽器と言われているベルで核廃絶と恒久平
和を伝えたいと、精力的に演奏活動を行う。毎年７月に
平和祈念コンサート、12月にはクリスマスコンサート
を開催。そのほか年間 10数回の演奏会を行っている。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

１２月１０日・２４日
１月１４日・２８日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー
           ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　１月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

１月

これは、ソニー㈱から昭和33年に発売された、「携帯用磁気テー
プ式録音機」の「デンスケ」です。当時の価格は、12 万円と非
常に高価でした。

昭和 24 年から毎日新聞に横山隆一の４コマ漫画が連載され、
主人公の「デンスケ」が、この録音機を肩にかけて取材をして
いる様子が描かれていました。そのため放送関係者の間で、こ
の携帯用録音機が通称「デンスケ」と呼ばれるようになり、こ
れにちなんで商標登録されました。

この磁気録音機は、元祖の携帯用録音機として画期的に小型・
軽量化されています。最も大きな特徴は、80 年の実績を持つ「蓄
音機のゼンマイモーター」が使われていることで、当時は乾電
池で動く小型電気モーターが無かったために使われました。ゼ
ンマイを全て巻き上げて約５分、ゼンマイ表示器が“白から青
そして赤”へと変わると、追加の巻き上げをして録音を続けます。
テープの巻き戻しは、手動で行いました。

ケースはアルミ製の丈夫な作りで、しっかりした肩掛けベルト
が付いて、回路には開発間もないトランジスタが使われているの
で、電源は単一電池４本です。録音と再生の確認は、イヤホン
で行いました。

５号オープンテープを使用して 15 分間の録音が出来ますが、
消去機能が無いのでテープは予め消去されたものを使います。
携帯できる大変重宝な録音機として、主にはＮＨＫの“街頭録音”
や民放ラジオ局で報道取材用として活躍していました。

昭和 48 年には、一般用として小型で高性能なステレオ方式の
カセットとオープンのデンスケが登場。容易に持ち運べるので、
蒸気機関車や自然の音、生演奏会などのナマロク（生録音）用
としてマニアの人たちに人気がありました。現在の録音・再生
機はアナログからデジタルへ、そしてポケットに入るほど超小型
になっています。

デンスケ
（携帯用磁気テープ式録音機）

食べものの命を感じる力

味がわかる力

元気な体がわかる力

料理ができる力

選ぶ力

『イキルン』

『タベルン』

『ゲンキン』

『ツクルン』

『エラブン』

５号テープ

巻き戻しハンドル

▲命名した大造くん（右）

ゼンマイ表示器

ゼンマイハンドル

大きさ
　18㎝（高さ）
　38㎝（幅）
　16㎝（奥行き）
　7.5kg（重さ）

漫画のデンスケ
（ソニーマガジンズ刊　ソニー技術の秘密より）
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